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原
房
雄
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出
地
球
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境
保
全
対
策
に
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す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
書
を
送
付
す
る
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三 

 
衆
議
院
議
員
藤
原
房
雄
君
提
出
地
球
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
省
庁
間
の
密
接
な
連
携
は
も
と
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
、 

 

民
間
等
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
現
在
、
関
係
十
二
省
庁
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
地
球
環
境
問
題
関
係
省
庁
連 

 

絡
会
議
」
を
通
じ
、
情
報
交
換
・
意
見
交
換
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
連
携
を
図
り
つ
つ
各
種
施
策
を
推
進 

 

す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
団
体
に
対
し
て
も
情
報
の
提
供
、
協
力
の
要
請
等
を
行
っ
て
い 

 
 

る
。 我

が
国
は
、
今
後
と
も
二
国
間
協
力
や
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
活
動
等
を
通
じ
て
地
球
環
境
問
題
に 

対
し
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
、
本
年
秋
に
は
国
連
環
境
計
画
と
の
共
催
で
地
球
環
境
保
全
に
関
す
る 

 

国
際
会
議
を
東
京
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

我
が
国
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
以
来
環
境
庁
長
官
の
委
嘱
に
よ
り
、
学
識
経
験
者
か
ら
成
る
「
地
球
的
規
模 

 

の
環
境
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
（
座
長 :  

大
来
佐
武
郎
元
外
相
）
が
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
取
組
の
在
り
方 

に
つ
き
検
討
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
四
回
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。 

我
が
国
と
し
て
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
附
属
書
Ａ
に
定
め
る
特
定
の
フ
ロ
ン
の
究
極
的
全
廃
と
い
う 

 

目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
と
も
同
議
定
書
締
約
国
会
議
の
場
等
に
お
い
て
、
世
界
各
国
と
協
調
し
つ
つ
、 

 

積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

同
懇
談
会
に
お
い
て
は
、
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
そ
の
背
景
と
な
る
要
因
も
含
め
大
所
高
所
に
立
っ
た
議 

 

論
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
成
果
を
地
球
環
境
問
題
へ
の
我
が
国
の
取
組
に
い
か
し
て
ま
い
り 

 

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
平
成
元
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
「
フ
ロ
ン
代
替
物
質 

 

の
対
流
圏
内
に
お
け
る
分
解
過
程
等
に
関
す
る
研
究
」
（
三
千
九
百
万
円
）
、
「
フ
ロ
ン
等
の
国
際
的
規
制
問
題
関 

連
対
策
」
（
四
千
八
百
万
円
）
等
フ
ロ
ン
代
替
品
の
開
発
及
び
普
及
に
関
連
す
る
経
費
を
含
め
、
所
要
の
地
球
環 

境
問
題
に
関
す
る
調
査
、
研
究
そ
の
他
の
施
策
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
及
び
国
連
環
境
計
画
の
下
に
設
け
ら
れ 

た
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
」
に
お
い
て
具
体
的
な
検
討
作
業
が
現
在
進
め
ら
れ
て
お

り
、
日
本
政
府
も
こ
れ
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

我
が
国
と
し
て
は
、
こ
の
検
討
結
果
等
を
踏
ま
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
国
際
的
に
連
携
し
て
積
極 

 

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

五 

 



開
発
途
上
国
の
経
済
社
会
開
発
に
お
い
て
、
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
を
進
め
る
こ
と
が
重
要 

 

で
あ
る
と
の
認
識
が
近
年
国
際
的
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
ま
す
ま
す
重
要 

 

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
も
、
か
か
る
認
識
を
十
分
踏
ま
え
て
、
国
連
環
境
計
画
、
国
連
食
糧
農 

 

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
等
の
国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力
や
、
森
林
保
全
、
公
害

防
止
、
砂
漠
化
防
止
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
対
す
る
二
国
間
協
力
、
こ
れ
ら
分
野
に
お
け
る
途
上
国
の
人
造
り 

 

等
、
様
々
な
分
野
で
の
協
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
か
か
る
協
力
を
鋭
意
実
施
し
て
い
く
考 

 

え
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
第
四
次
中
期
目
標
に
お
い
て
、
先
進
援
助
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
額
に
占
め
る
我
が
国
の
分
担
割 

 

合
を
、
中
期
目
標
計
画
期
間
中
に
、
先
進
援
助
国
中
の
我
が
国
の
経
済
規
模
に
見
合
っ
た
水
準
に
引
き
上
げ
る 

 

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
千
九
百
九
十
二
年
ま
で
の
向
こ
う
五
年
間
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
総
額
を
五
百
億
ド
ル
以
上 

 

と
す
る
よ
う
努
め
、
あ
わ
せ
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
率
の
着
実
な
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

六 

 



六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
も
、
開
発
援
助
に
お
い
て
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
こ
れ
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る 

 

こ
と
は
、
こ
れ
を
十
分
認
識
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
公
害
防
止
、
廃
棄
物
処
理
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
関
し
、
よ
り
効 

 

率
の
高
い
技
術
及
び
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
普
及
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
そ
の
重
要
性 

今
後
と
も
、
援
助
の
実
施
に
際
し
環
境
に
対
す
る
影
響
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
途
上
国 

 

自
身
の
環
境
問
題
に
対
処
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め
、
環
境
分
野
に
お
け
る
途
上
国
の
人
造
り
に
協
力
し
て
ま 

 

い
り
た
い
。 

か
か
る
考
え
の
下
、
我
が
国
は
、
従
来
か
ら
政
府
開
発
援
助
を
実
施
す
る
際
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
地
下
水 

 

汚
染
、
動
植
物
生
態
等
、
種
々
の
角
度
か
ら
環
境
へ
の
配
慮
を
怠
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
る
。 七 

 



 

八 

に
か
ん
が
み
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

我
が
国
の
経
済
協
力
は
、
第
一
義
的
に
相
手
国
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
被
援
助
国
に
適 

 

合
し
た
技
術
の
移
転
に
つ
い
て
も
相
手
国
の
実
情
な
い
し
要
請
を
把
握
し
た
上
で
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た 

 

協
力
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

我
が
国
は
、
公
害
防
止
等
様
々
な
環
境
関
連
分
野
で
の
協
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
可
能
な 

 

限
り
か
か
る
協
力
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

八
に
つ
い
て 

国
連
環
境
計
画
に
は
各
国
の
任
意
拠
出
に
よ
る
環
境
基
金
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
地
球
環
境
保 

 

全
の
た
め
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。 

我
が
国
は
、
同
基
金
に
対
し
昭
和
六
十
三
年
度
で
四
百
七
十
五
万
ド
ル
（
全
拠
出
額
の
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
） 

を
拠
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
米
国
に
次
い
で
世
界
第
二
位
で
あ
る
。 




